
○　本校の概要 令和７年２月１５日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 ○の記入 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授
業の実施を通して、情報活用能力
の育成を図っている。

3

②学校内外での様々な体験活動
や自己評価する習慣づくりを推進
し、自ら考え判断する力や、他者と
協働していく力の育成を図ってい
る。

3

③現代社会における地球規模の
課題を自分事として捉え、その解
決に向けて考え、行動する力の育
成を図っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的
な学びや科学教育を推進し、課題
解決力や新たな価値を創造する
力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用など
により、英語に慣れ親しみながら
会話をする機会を増やし、英語力
やコミュニケーション能力の向上、
豊かな国際感覚の育成を図ってい
る。

②我が国や郷土の伝統や文化の
学習、人権教育を推進し、自分と
は異なる文化や価値観をもつ相手
を理解し、互いに尊重し合う心の
育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

Ｄ

目標に対する成果指標

9

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

8

2

Ｃ

成果
評価

令和６年度　大田区立東調布第一小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇開校１４６周年　児童数６５５名（９月1日現在）　　　〇学級数２１学級　特別支援学級（４学級）　　　〇総教職員数８７名：校長１　副校長１　教員２９名　養護教諭１　栄養士１　事務１　専門員１
　都費講師７　都ＳＣ１　区ＳＣ１　用務主事３　介添員５　学校事務補助員１　副校長アシスタント１
　学校特別支援員１　教員支援員１　読書学習司書１　学習補助員１　理科支援員２　登校支援員３　学校特別補助員４　体育指導補助員１　児童誘導員２　施設管理員４　給食１２　ＡＬＴ１
〇令和６年度　大田区教育委員会 独自教科「おおたの未来づくり」研究実践校
　校内研究主題「様々な人と豊かに関わりよりよい未来をつくる児童の育成～教科「おおたの未来づくり」に向けてのカリキュラム開発～」
○近隣にある東調布中学校、田園調布高校、おおた図書館等の教育財産や多摩川等の自然財産を生かした教育活動
○ＰＴＡ、学校支援地域本部「とういちサポーターズリンク」、おやじの会、同窓会、５つの町会等による地域との連携

1

学校関係者記入欄

3

・児童アンケートの肯定的な
　回答の割合……８６．６％

・めあてを立て、そこに対する振り
返りをしていく学習が定着している
といえる。
・共通のめあてに向かって学習す
るだけでなく、個人のめあてに向
かって学習することも、今後、充実
させていく。
・教員自身が「まとめ」と「振り返り」
の違いを意識し、授業改善に取り
組んでいく。

・児童アンケートの肯定的な
　回答の割合……８１．６％

・英語を使ったコミュニケーションの
素地が、概ね身に付いているとい
える。
・「英語カフェ」の取組を、引き続き
工夫・改善し、英語を使う場面を創
出していく。
・継続して英語に親しむ態度を養う
ため、中学校との連携を一層図っ
ていく。

4

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・様々な取組により、児童の創造性が高まっていると感じ
る。
・一人一人が目的に向かって学習できるように取り組んで
いる。
・児童アンケートの回答の割合数値はとても高く良い結果
だと思う。
・「おおたの未来づくり」の活動を評価した。
・タブレット活用、タイピング習得で情報収集力は高まって
いると感じる。
・授業その他、児童と接する機会が限られているため、
偏った評価になってしまうが、もっと積極性が欲しいと思
う。
・主体性を養い、集団の中で考えたり気付いたりできるよ
うに、何をするにももう少し時間を与えてあげられたらと思
う。
・教員の導きは、とても考えられていると感じるが、「児童
自ら」という部分を増やせたらと思う。そのための時間が
大切になってくるのでしょうが、難しいことも分かる。
・情報活用能力の育成のためには、専門家の力を借りる
こともあっていいと思う。
・地域住民として、教育内容の詳細は分からないが、現状
の教育に対し体験活動は非常によいことだと思う。そのた
めの協力は地域でもがんばっていく。
・新しい取組も多く、教員の日々の対応も大変だと思う。
・学校は、保護者がやるべき人間教育も任されがちだが、
勉強や体力づくりをさらに頑張って欲しい。

・児童の習い事などでの学習状況にもよるが、英語教育が浸透し
ていると感じる。
・英語を使って挨拶から始まりゲームでの会話に親しみを覚え、中
学校へ行き、一層の向上に向けて努力している姿が見える。
・教員が児童に対して、英語力やコミュニケーション能力の向上、
豊かな国際感覚の育成を図っていくことに関して、さらに高い取組
評価を期待する。
・コミュニケーションツールとしての英語の学習よりも、大半の児童
にとって母語・第一言葉である日本語を正しく、美しく使えるように
なることも重視したバランスの取れた指導になっていたという面か
ら、こちらの評価をした。英語カフェについて、もっと情報がほし
い。
・英語に慣れ親しむに関しては、低学年から楽しそうな授業の様子
が見られるので、年々積み重なっているのではないかと思う。
・高学年の英語力は、中学進学時に出身学校によって差が出ない
のか気になる。
・教員の評価が低いのは、何が足りないと感じているのか知りた
い。
・区の目標でもある「グローバル化と地域力」の１つでもあるグロー
バル化に欠かせないものが語学であり、現在取り組んでいる対応
は、素晴らしいと思う。
・日本の伝統文化である茶道の体験を６年生とともに学習した。東
一ステージでの準備で多忙な中、児童からのメッセージが宝物と
なった。児童一人一人の感想から、日頃の学ぶ姿勢や友人への
思いやりをもって学校生活を送っていることが伝わってくるメッセー
ジが多く、嬉しかった。教員と児童の心のつながりも感じられた。
・学校が頑張っているから、こどもたちも益々頑張れる人になって
いくと思う。
・８１．６％が、他の項目の数字に比べると低い印象である。小学
校での英語に苦手意識をもたないように、楽しく勉強できる環境づ
くりが大切だと思う。

以下の児童アンケートか
ら評価する。

＜児童アンケート＞
「めあてを立てたり、振り
返ったりして学習してい
る。」の質問に肯定的な
回答の割合

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

４：
８０％
以上

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

以下の児童アンケートか
ら評価する。

＜児童アンケート＞
「英語を使って、先生や
友達と、挨拶や歌、ゲー
ムなどをして、コミュニ
ケーションを取ろうとして
いる。」の質問に肯定的
な回答の割合

３：
７０％
以上



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。
１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

１：
７０％
未満

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

3

3

3

③教職員の業務適正化等に取り
組み、児童・生徒に教員が向き合
う時間を確保する等、ウェルビーイ
ングを高める取組を行っている。

4

②教職員がそれぞれの専門性を
生かしたり、地域の特色を生かし
たりして教育活動を行っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑
な接続を行うため、保幼小の連携
や小中一貫の視点に立った教育
を行っている。

①児童・生徒一人ひとりの可能性
を引き出す個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実の視点
による授業改善を行っている。

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教育や
食育を推進し、基本的な生活習慣
の確立を図っている。

3

Ａ 9

①道徳科を中心とした各教科等で
の学習などを通じて継続的に道徳
教育を実施し、豊かな情操や道徳
心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個
に応じた学習支援、各種検定の実
施を通して、すべてのこどもに確
かな学力の育成を図っている。

3

３：
８０％
以上

Ｃ

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

3

４：
９０％
以上

・児童アンケートの肯定的な
　回答の割合……９５．２％

・基礎的な学習内容の定着が図ら
れていることがいえる。
・定着が十分でない児童に対して
は個別の支援を行い、分かること
を一つずつ増やしていく。
・習得から活用へ移行できるよう、
授業計画に幅をもたせて実施して
いく。

4

・中学校が隣接されている地域性が大いに生かされてい
ると感じる。
・基礎的な学習が図られており、一人一人のこどもに確か
な教育や生活習慣を身に付けさせていることが見える。
・肯定的な回答が９５．２％という数字で、とても素晴らし
いことだと思う。
・道徳授業は、指導者からの一方通行ではなく、こどもが
自ら考えることでより深い学びとなっている。
・ＡＩドリルにより、習熟度に合わせた学習
・体育の授業での、児童の集中力の低さが気になる。昔と
違って、身体を動かす楽しさや喜びを味わうことが目的に
の一つにあるにしても、今の自分の全力を出せるような姿
勢が見られる場面が増えて欲しい。
・習熟度に応じた指導は、年々難しくなっているように感じ
る。教員は、授業の進め方や説明の仕方など、苦労して
いると思う。
・卒業生の半数近くが私立中学に進学する状況での、小
中一貫の視点の変化などは、あるのか。
・個に応じた教育は、これからの日本に対し大変必要なこ
とであり、生きた道徳につながることと思う。安心して任せ
られる学校に感謝している。
・学習への意欲を維持または高めていくことはとても難し
いことと思うが、個別の支援を行い、学習する姿勢が高
まっていくことは、素晴らしいことだと思う。
・道徳を教えるには、教員はさらに強い心でこどもたちを
指導していっていいと思う。
・中学校改築に際し、いろいろな協力に感謝している。

Ａ

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

以下の保護者向け学校
公開アンケートから評価
する。

＜保護者向け学校公開
アンケート＞
「児童にとって、授業の内
容が分かるように工夫さ
れている。」の質問に肯
定的な回答の割合

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

以下の児童アンケートか
ら評価する。

＜児童アンケート＞
「授業の内容が分かる。」
の質問に肯定的に回答
の割合

４：
９０％
以上

Ｄ

Ｄ

9

1

Ｂ 1

Ｂ

Ｃ

・教師力が高く、児童にとって授業内容が工夫されている
と感じる。
・教員が自分の専門性を生かし、児童と向き合い、授業力
の向上に努め、分かりやすい授業を行っていると思う。
・教員の努力が保護者のアンケート結果に表れていて喜
ばしく思う。
・教員の専門性を生かして、教科担任制などが行われて
いるのか。
・行事の見直しや縮小は時代の流れとして仕方がないと
理解できるが、それこそ学校ならでは、学校でないと体験
できないことなので、教員のウェルビーイングを叶えつ
つ、両立できないものかと思わずにいられない。
・学校と教員が一体となって取り組む姿勢は、大変素晴ら
しいことであり、その結集が安心・安全な町づくりにつなが
るものと考えている。
・教員の常に前向きな姿勢に感謝する。目標に向けて取
り組むにあたり、教員の心身への負担が心配である。
・教員は夜に残って教員同士の会合をしていたり、自己を
高める努力をしていたりして、とてもよいと思う。

・保護者向け学校公開アンケート
　（１学期と２学期）の肯定的な
回答の割合の平均……９５．９％

・教師による授業の工夫について、
評価をしていただいた。授業力の
向上は、教師の本務であり、引き
続き研鑽に努めていく。
・今後とも、教材研究に力を注ぎ、
児童にとって分かりやすい授業を
実践していく。

4



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ

１：
７０％
未満

Ｄ

Ａ 10

Ｃ

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

4

Ｃ

4

3 2

Ｂ

④様々な要因で学校には通える
が教室には入れず、授業に参加で
きないなど、不登校の兆候が見ら
れる児童や個別の配慮が必要な
児童の居場所を校内につくり、自
分に合ったペースで学習・生活で
きる環境を整えている。

①インクルーシブ教育システムの
構築に向けて、教員の資質・能力
の向上や校内における支援体制
の充実、特別支援教室巡回指導
教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーとの連携
等、児童・生徒・保護者が相談しや
すい環境を整備し、一人ひとりの
能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っ
ている。

3

3

4

③WBGTの指標や熱中症警戒ア
ラート等の様々な情報を基に、そ
の都度適切な判断をして児童の安
心・安全な環境を整えている。

②避難訓練や安全指導日などを
通して、危険や災害に対する教育
を関係機関と連携しながら進めて
いる。

①学校や地域の伝統・特色や、安
心・安全な学校生活づくりを踏まえ
て、学習環境を整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発
見、早期対応等のための組織的
な対応を実施している。

4

２：
７０％
以上

３：
８０％
以上

以下の保護者アンケート
から評価する。

＜保護者アンケート＞
「学校は、訓練等を通じ
て、安全や防災につい
て、指導している。」の質
問に肯定的な回答の割
合

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

以下の保護者アンケート
から評価する。

＜保護者アンケート＞
「学校は、いじめを未然に
防止するため取組を行
い、発見した場合は、適
切な対応をしている。」の
質問に肯定的な回答の
割合

４：
９０％
以上

１：
７０％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 8

Ｂ

・保護者アンケートの肯定的な
　回答の割合……１００％

・毎月の避難訓練はもちろんだが、
日頃の防災教育にも力を入れてい
く。
・地域における防災の拠点となれる
よう、今後も地域と協力するととも
に、関係機関と連携を図っていく。

4

・保護者アンケートの回答からも分かる通り、児童が安心
して学校生活が遅れる環境が整っている。
・消防自動車の写生会を通して、安全や災害に対しての
教育をして、避難訓練や防災に力を入れ、児童にとって
の安全・安心な環境づくりを行っている。
・安心・安全な環境づくりのためには、地域力が必要不可
欠だと感じる。
避難訓練の様子から、児童への安全意識をよく指導して
いると感じるため、そちらを評価した。
・避難訓練の様子を見ていると、よく指導されているといつ
も感心する。
・学校内にいる時は、大丈夫だと思うが、登下校中や放課
後に被災した時の児童の動きを想定した指導など、家庭
と一緒に考えておくべき課題だと思う。
・素晴らしい地域にあって、その地域の歴史、文化、伝統
を大切にし、１４６年の歴史を守りつつ、地域発展のため
にしっかり支えてもらっている。
・学校防災活動拠点では、学校が大きな中心となってい
る。今後も避難所や拠点としての活動をお願いする。
・児童が安心して、そして安全にいられるよう、地域住民と
して最大の努力と活動をしていく。
・地域の人による茶道教室や住んでいる大人との交流が
多く、とてもよいと思う。

・保護者を含め多様な考え方がある中で、様々な取組に
より支援が行き届いている。
・いじめや教室に入れないこどもたちなど、一人一人のこ
どもたちを見守っている姿に感謝している。
・現在の多忙な教員が、いじめ問題まで対処しなければ
ならない環境が、非常に酷だと思う。
・困難のある児童に寄り添ってくれている支援員の方々に
は、本当に感謝しかない。
・困難のある児童を抱える児童にも寄り添える場や機会
があるといいと思う。
・昨今気になるのは、やはりいじめ問題であり、学校が取
り組んでいる各種専門的な対応は、素晴らしく、地域住民
としても学校対応に感謝している。
・一人一人の状況に合わせて対応することは、大変なこと
と思うが、大切なことでもあるため、保護者と連携を取りな
がら、進めて欲しいと思う。
・一人一人に合わせた学校教育は難しいものの、とてもよ
く努力をしている。
・学校としての特色がもっと出てくれば、児童や保護者が
より付いてくるのではないかと思う。

・保護者アンケートの肯定的な
　回答の割合……９１．１％

・引き続き、いじめを未然に防ぐ取
組を行っていく。また、軽微ないじ
めも見逃さずに取り上げていき、い
じめに対する組織的な対応を今後
も行っていく。
・再発防止に努めるとともに、少なく
とも３か月の見守りをもって、いじめ
の解消について判断していく。

4



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ａ 9

3

３：
７０％
以上

Ｂ 1

以下の保護者アンケート
から評価する。

＜保護者アンケート＞
「学校は、地域と連携して
教育活動をしている。」の
質問に肯定的な回答の
割合

・保護者アンケートの肯定的な
　回答の割合……９６．９％

・地域が有する教育財産を生かし
ながら、今後も教育活動に生かし
ていく。

Ｄ

Ｃ3

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記
載する。

③家庭教育に関する情報の発信
やPTAなどと連携した講演会・学
習会、またはその双方を実施して
いる。

②登下校の見守り活動等の、児
童・生徒の健全育成や安全指導に
係る取組を地域の協力により実施
している。

4

２：
６０％
以上

①「地域コミュニティの核としての
学校づくり」を目指して地域と学校
が連携・協働した様々な活動を実
施している。

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す 地域コミュニティ

の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：
８０％
以上

１：
６０％
未満

・青少対行事に参加され、上下関係での行動ができてい
ると思う。
・いつも温かい心でこどもたちを見守ってもらい感謝してい
る。
・ＰＴＡや地域と連携した教育環境の中、教員との接点を
増やしていくことが、よりよい結果につながると思う。
・防災拠点として、地域の防災訓練時に地域の方を受け
入れていた。
・どれも実現するためには、学校と地域と家庭とがよく話し
合う必要があると思う。互いの考えや思いを知っているよ
うで、実は分かっていないというのが現状のように思う。
・地域がいろいろなことに携わっていくためには、様々な
アップデートが必要だと感じる。
・現在、学校・家庭・地域が連携協働して、各種行事を
行っていることに、地域住民として大変助かっている。地
域での日頃の助け合いに加えて、地域活動への協働は、
できる限り行っているが、今後とも学校の益々の協力をお
願いしたい。
・校内に入ると、休み時間には児童の元気な声が響き嬉
しく思う。また、挨拶も返ってきて、ルールを守って生活し
ていることがよく分かる。
・地域とよくつながっていて、感謝している。子、孫と世話
になりたい学校なので、とても安心している。


